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昨
年
の
『
月
刊
福
祉
』
12
月
号
に
掲
載
さ

れ
て
い
た
松
岡
洋
子
さ
ん
の
「
オ
ラ
ン
ダ
の

高
齢
者
福
祉
事
情
」
と
い
う
論
文
を
読
ま
せ

て
い
た
だ
い
た
。
松
岡
さ
ん
の
論
文
に
よ
る

と
、
オ
ラ
ン
ダ
は
1
9
6
8
年
に
世
界
で

最
初
に
介
護
保
険
制
度
を
導
入
し
た
が
、

2
0
0
0
年
に
は
利
用
者
が
15
倍
、
給
付
費

が
20
倍
と
な
り
、
財
政
的
に
パ
ン
ク
状
態
と

な
っ
た
の
で
2
0
0
7
年
に
家
事
援
助
を
自

治
体
の
裁
量
に
委
ね
る
「
社
会
支
援
法
」
に

移
行
し
、
更
に
2
0
1
5
年
に
は
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
等
の
在
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
も
「
社
会
支

援
法
」
の
対
象
へ
移
行
さ
せ
て
い
る
。
介
護

保
険
制
度
が
カ
バ
ー
し
て
き
た
在
宅
・
施
設

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
う
ち
、
在
宅
で
の
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
大
部
分
が
社
会
支
援
法
に
移
管
さ

れ
て
自
治
体
の
管
轄
下
に
入
り
、
介
護
保
険

は
重
度
者
の
施
設
ケ
ア
の
み
を
カ
バ
ー
す
る

こ
と
と
な
っ
た
。
社
会
支
援
法
に
基
づ
く
市

の
査
定
で
、「
デ
イ
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
」
な

ど
の
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
な
く
な
っ
た
高

齢
者
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
運
営
す
る
「
カ

フ
ェ
・
モ
ー
ニ
ン
グ
」
な
ど
の
利
用
に
移
行

し
て
行
っ
た
。
こ
れ
は
日
本
で
は
総
合
事
業

に
お
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
運
営
す
る
「
通

い
の
場
」（
居
場
所
・
サ
ロ
ン
）
へ
の
移
行

と
重
な
る
。

　
日
本
で
も
平
成
29
年
4
月
か
ら
「
介
護
予

防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
」
が
開
始
さ

れ
た
。
こ
れ
は
介
護
予
防
事
業
対
象
者
や
要

支
援
1
・
2
の
軽
度
高
齢
者
の
一
部
は
、
住

民
主
体
の
支
え
合
い
に
よ
っ
て
支
援
し
て
い

く
方
向
を
示
し
て
い
る
。
だ
が
、
総
合
事
業

の
訪
問
型
や
通
所
型
サ
ー
ビ
ス
で
住
民
主
体

に
よ
る
支
援
サ
ー
ビ
ス
Ｂ
を
実
施
で
き
て
い

る
市
町
は
一
部
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
、
オ
ラ

ン
ダ
の
様
に
多
く
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
が

形
成
さ
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
。
私

は
か
つ
て
、
平
成
元
年
に
愛
鷹
地
区
社
協
の

設
立
に
関
わ
っ
た
後
、
平
成
７
年
に
愛
鷹
地

区
の
全
て
の
住
民
を
対
象
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

参
加
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
翌
年

14
団
体
か
ら
な
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
会
が
結

成
さ
れ
た
。
例
え
ば
、
運
転
支
援
の
『
人
力

車
の
会
』、
軽
作
業
支
援
の
『
こ
ま
め
さ
ん
』、

地
域
の
老
人
か
ら
障
害
者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

在
宅
介
護
支
援
『
手
と
手
』、
サ
ロ
ン
活
動

の
お
手
伝
い
を
す
る
『
気
楽
に
助
っ
人
』、

月
1
回
一
人
暮
ら
し
老
人
宅
へ
の
配
食
弁
当

作
り
の
『
料
理
グ
ル
ー
プ
』
な
ど
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
登
録
さ
れ
た
愛
鷹
地
区
の
住
民
は

約
2
0
0
人
に
及
ん
で
い
た
。
い
ま
、
日
本

で
は
各
市
町
で
結
成
さ
れ
て
い
る
地
区
社
協

な
ど
を
通
じ
て
、
再
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
組

織
化
し
て
い
く
こ
と
が
喫
緊
の
課
題
と
考
え

る
。
オ
ラ
ン
ダ
の
福
祉
国
家
か
ら
参
加
型
社

会
へ
の
移
行
か
ら
、
日
本
の
制
度
改
革
の
更

な
る
先
が
見
え
て
来
る
よ
う
に
思
え
る
。
春

風
会
が
昨
年
実
施
し
た
介
護
職
員
初
任
者
研

修
事
業
も
、
地
域
の
介
護
力
の
向
上
と
地
域

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
育
成
す
る
た
め
の
一
助

と
な
れ
ば
と
考
え
た
。
少
子
高
齢
化
の
中
で

地
域
福
祉
の
再
構
築
、
自
助
・
公
助
の
再
拡

大
が
何
よ
り
も
大
切
で
あ
る
と
思
え
た
。
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令
和
５
年
１
月
23
日
に
春
風
会
の

役
職
職
員
合
同
研
修
会
は
３
年
連
続

と
な
る
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
で
開
催
さ

れ
、
石
川
理
事
長
よ
り
令
和
５
年
度

の
法
人
の
基
本
方
針
に
つ
い
て
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
拡
大
は
、
令

和
５
年
に
入
っ
て
も
全
く
収
束
に
向

か
う
気
配
が
な
く
、
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

の
新
た
な
変
異
株
の
出
現
に
よ
る
感

染
爆
発
が
相
変
わ
ら
ず
続
い
て
い
る
。

特
に
高
齢
者
介
護
施
設
な
ど
で
多
く

の
ク
ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
て
い
る
が
、

医
療
現
場
の
逼
迫
に
よ
り
重
症
化
し

て
も
病
院
へ
の
入
院
も
で
き
ず
、
施

設
内
療
養
や
自
宅
で
の
療
養
を
余
儀

な
く
さ
れ
て
い
る
。

　
法
人
の
各
施
設
で
も
、
こ
れ
ま
で

の
３
年
間
で
は
入
居
者
や
職
員
、
家

族
に
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
が
出
て

も
、
ゾ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
の
感
染
予
防

対
策
を
確
実
に
実
施
す
る
こ
と
に
よ

り
、
施
設
で
の
ク
ラ
ス
タ
ー
の
発
生

は
阻
止
で
き
て
い
た
。
し
か
し
、
今

回
の
第
８
波
で
は
、
こ
れ
ま
で
の
感

染
症
対
策
で
は
感
染
拡
大
を
抑
え
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ

① 社会福祉法人のブランド力と地域貢献度の向上
② 地域ニーズに応える新たな事業への取り組み
③ 職員の人材確保と育成
④ 児童虐待防止・高齢者虐待防止への取り組みについて
⑤ 施設での看取り介護の推進と認知症介護
⑥ 高尾園や障害者施設等での農福連携等の新規事業や高

齢者の在宅支援事業
⑦ 施設機能の効率化や生産性の向上と経費削減への本格

的な取り組み

令和5年度 事業経営基本方針

は
、
感
染
力
の
あ
ま
り
の
速
さ
に
対

応
で
き
ず
、
法
人
内
の
各
施
設
で
ク

ラ
ス
タ
ー
が
発
生
し
ま
っ
て
い
る
状

況
で
し
た
。
令
和
５
年
度
は
、
こ
れ

ら
の
経
験
を
活
か
し
て
法
人
と
し
て

は
医
療
面
を
含
め
て
の
新
型
コ
ロ
ナ

感
染
症
対
策
を
見
直
し
強
化
し
、
感

染
症
拡
大
を
確
実
に
阻
止
で
き
る
体

制
づ
く
り
に
更
に
取
り
組
ん
で
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
職
員
自
身
と
そ
の
家
族
、
利
用

さ
れ
て
い
る
お
年
寄
り
や
障
害
児

者
・
園
児
の
皆
様
の
大
切
な
命
と
生

活
を
守
る
為
に
、
引
き
続
き
感
染
予

防
を
徹
底
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

令
和
５
年
度
に
お
け
る
春
風
会
事

業
経
営
基
本
方
針
は
、
以
下
の
七
項

目
を
重
点
項
目
と
し
て
取
り
組
ん
で

参
り
ま
す
。

　
令
和
５
年
度
、
春
風
会
は
法
人
創

設
48
年
目
を
迎
え
、
約
半
世
紀
近
い

歴
史
と
伝
統
を
持
つ
法
人
に
な
り
ま

す
。
今
後
と
も
春
風
会
の
社
会
的
信

頼
度
・
信
用
度
、
ブ
ラ
ン
ド
力
を
更

に
高
め
て
、
地
域
社
会
に
貢
献
す
る

法
人
を
目
指
し
て
頑
張
る
決
意
で
す
。

法
人
が
半
世
紀
近
く
で
築
き
上
げ
て

き
た
ブ
ラ
ン
ド
力
は
、
多
く
の
利
用

者
と
家
族
・
地
域
住
民
と
法
人
の
各

事
業
所
を
強
く
結
ぶ
ツ
ー
ル
で
あ
る

と
言
え
、
私
た
ち
は
、
決
し
て
歴
史

と
伝
統
に
胡
坐
を
か
い
て
、
お
ご
っ

た
り
、
油
断
を
し
た
り
、
怠
慢
、
安

易
な
妥
協
、
マ
ン
ネ
リ
化
し
て
は
な

ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
常
に
周

り
の
変
化
に
先
行
し
て
自
己
変
革
を

遂
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
、
あ
っ
と
い

う
間
に
衰
退
し
て
し
ま
い
ま
す
。
常

に
変
化
で
き
る
状
況
と
い
う
も
の
を

弾
力
的
に
マ
ン
ネ
リ
化
し
な
い
で
考

え
て
い
き
ま
す
。

　
今
年
度
は
、24
時
間
の
在
宅
医
療
・

介
護
の
体
制
確
立
の
た
め
に
、
定
期

巡
回
・
随
時
対
応
型
訪
問
介
護
看
護

事
業
と
訪
問
看
護
事
業
を
４
月
か
ら

開
始
す
る
。
こ
の
二
つ
の
事
業
を
法

人
と
し
て
も
確
実
に
軌
道
に
乗
せ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
昨
年

に
引
き
続
き
令
和
５
年
度
も
、
地
域

介
護
力
の
向
上
と
介
護
人
材
の
養

成
・
確
保
の
た
め
に
、
介
護
職
員
初

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
阻

止
に
向
け
て

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
阻

止
に
向
け
て

社
会
福
祉
法
人
の
ブ
ラ
ン
ド

力
と
地
域
貢
献
度
の
向
上

社
会
福
祉
法
人
の
ブ
ラ
ン
ド

力
と
地
域
貢
献
度
の
向
上

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
新
た
な
事
業
展
開
へ
の
取

り
組
み

地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
た

め
新
た
な
事
業
展
開
へ
の
取

り
組
み

1
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任
者
研
修
事
業
と
介
護
職
員
実
務
者

研
修
事
業
の
二
つ
の
事
業
は
、
継
続

事
業
と
し
て
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

　
高
齢
者
福
祉
・
介
護
の
分
野
で
は
、

特
養
に
入
所
で
き
な
い
要
介
護
1
・

2
の
高
齢
者
を
は
じ
め
、
一
人
暮
ら

し
老
人
や
高
齢
者
世
帯
の
事
業
対
象

者
、
要
支
援
1
・
2
の
高
齢
者
を
対

象
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
付
高
齢
者
住
宅

の
整
備
、
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
・
低

額
・
無
料
診
療
所
を
整
備
し
て
、
医

療
と
福
祉
の
総
合
化
、
在
宅
医
療
・

介
護
の
連
携
の
も
と
地
域
包
括
ケ
ア

シ
ス
テ
ム
の
実
現
を
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

　
介
護
人
材
の
確
保
に
つ
い
て
は
、

E
P
A
介
護
福
祉
士
候
補
生
や
ミ
ャ

ン
マ
ー
の
技
能
実
習
生
の
受
け
入
れ

を
今
年
度
も
継
続
し
て
実
施
し
ま
す
。

ま
た
、
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
制
度
に

よ
る
学
生
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て
も

引
き
続
き
検
討
を
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。
外
国
人
介
護
人
材
の
増

加
に
伴
い
、
外
国
人
人
材
の
育
成
・

教
育
マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成
と
各
施
設

に
育
成
担
当
職
員
を
配
置
し
て
、
人

材
育
成
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

　
今
年
度
は
、
特
に
職
員
の
離
職
防

止
の
た
め
の
対
策
と
職
員
の
メ
ン
タ

ル
ヘ
ル
ス
対
策
を
法
人
と
し
て
積
極

的
に
実
施
し
、
定
着
率
の
更
な
る
向

上
と
離
職
防
止
を
最
優
先
に
取
り
組

ん
で
い
き
ま
す
。

　
昨
年
は
保
育
園
で
の
児
童
虐
待
事

件
や
精
神
科
病
院
で
の
患
者
へ
の
暴

力
事
件
な
ど
、
県
東
部
で
大
変
残
念

な
事
件
が
起
き
全
国
的
に
報
道
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
度
は
、
法
人
・
各
施

設
で
の
職
員
の
接
遇
マ
ナ
ー
研
修
の

毎
月
の
実
施
や
高
齢
者
等
虐
待
防
止

研
修
を
定
期
的
に
開
催
し
、モ
ラ
ル
・

倫
理
観
の
教
育
に
力
を
入
れ
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　
法
人
が
今
ま
で
実
践
し
て
き
た
看

取
り
介
護
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
・
テ
キ

ス
ト
化
し
て
、
信
頼
さ
れ
る
看
取
り

介
護
を
継
続
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
障
害
者
施
設
で
は
、
こ
れ
ま
で
の

福
祉
の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
に
、
新
た

な
農
業
・
福
祉
連
携
事
業
と
し
て
、

未
利
用
園
芸
施
設
を
借
用
し
て
の
障

害
者
・
高
齢
者
の
農
業
従
事
と
農
産

物
の
直
売
所
や
軽
食
提
供
施
設
の
開

設
な
ど
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
高
齢
者
の
在
宅
支
援
事
業
で
は
機

能
訓
練
に
特
化
し
た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
、

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
た

デ
イ
ト
レ
・
I
C
T
リ
ハ
ビ
リ
の
考

え
も
取
り
入
れ
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の

メ
ニ
ュ
ー
の
多
様
化
を
図
り
た
い
。

特
に
、
個
人
が
選
択
し
成
果
が
評
価

で
き
る
メ
ニ
ュ
ー
や
男
性
に
特
化
し

た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
先
を
見
据

え
た
事
業
展
開
を
検
討
し
て
い
く
。

そ
の
他
、
介
護
予
防
活
動
の
見
え
る

化
の
ソ
フ
ト
導
入
や
法
人
独
自
の
入

浴
サ
ー
ビ
ス
の
復
活
、買
い
物
外
出
・

通
院
等
の
移
送
・
移
動
支
援
な
ど
実

施
で
き
る
こ
と
か
ら
進
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
令
和
４
年
度
か
ら
の
電
気
料
金
を

は
じ
め
と
し
た
諸
物
価
高
騰
に
よ
る

事
業
費
と
事
務
費
の
上
昇
に
よ
り
社

会
福
祉
法
人
の
経
営
が
か
な
り
圧
迫

さ
れ
、
収
支
差
額
も
極
め
て
厳
し
い

も
の
と
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今

後
、
人
件
費
、
事
務
費
、
事
業
費
の

徹
底
的
な
見
直
し
や
生
産
性
の
向
上

へ
の
取
り
組
み
に
よ
り
経
費
の
削
減
、

無
駄
を
省
く
経
営
、
健
全
な
経
営
を

推
進
す
る
。
そ
の
中
で
、
介
護
の
仕

事
の
分
業
化
に
向
け
、
介
護
の
中
身

の
見
直
し
と
I
C
T
を
ど
の
様
に
導

入
し
仕
事
の
効
率
化
を
図
っ
て
行
く

か
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　
令
和
5
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
予
防
を
最
優
先
し
、
利
用
者
・
入

居
者
の
生
活
と
命
を
守
り
な
が
ら
、

職
員
一
人
ひ
と
り
の
モ
ラ
ル
・
技
術

向
上
、
サ
ー
ビ
ス
の
創
意
工
夫
を
図

り
、
職
員
に
笑
顔
が
溢
れ
、
明
る
く

働
き
や
す
い
職
場
環
境
、
職
員
に
活

気
の
あ
る
介
護
・
福
祉
現
場
の
実
現

と
、
利
用
者
・
家
族
・
地
域
か
ら
信

頼
さ
れ
る
施
設
作
り
に
向
け
て
、
全

職
員
で
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

児
童
虐
待
・
高
齢
者
虐
待
防

止
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

児
童
虐
待
・
高
齢
者
虐
待
防

止
へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

施
設
で
の
看
取
り
介
護
の
推

進
と
認
知
症
介
護
の
取
り
組

み 施
設
で
の
看
取
り
介
護
の
推

進
と
認
知
症
介
護
の
取
り
組

み

施
設
機
能
の
効
率
化
や
生
産
性
の

向
上
と
経
費
削
減
へ
の
取
り
組
み

施
設
機
能
の
効
率
化
や
生
産
性
の

向
上
と
経
費
削
減
へ
の
取
り
組
み

職
員
の
人
材
確
保
と
育
成

職
員
の
人
材
確
保
と
育
成

3

4

7

5

障
害
者
施
設
で
の
農
福
連
携
等

の
新
規
事
業
や
高
齢
者
の
在
宅

支
援
事
業
な
ど
に
つ
い
て

障
害
者
施
設
で
の
農
福
連
携
等

の
新
規
事
業
や
高
齢
者
の
在
宅

支
援
事
業
な
ど
に
つ
い
て

6
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デイサービスをご利用されている『お元気な皆さん』をご紹介します！

ふれあい
デイサービス

関野 勝男 様

　ふれあいデイサービスを令和２年の７月
からご利用されている関野さんです。利用
当初は圧迫骨折後で、座っていることさえ
厳しく乗車時も背もたれを倒した状態でし
た。デイ利用時もベッド上で過ごされてい
ました。２年たった今ではとても活発にな
られ、歩行練習にも積極的に参加される等
ご本人も努力されています。病院では回復
は難しいだろうと言われていたそうで、見
違えるほどお元気になりふれあいスタッフ
の良い励みになっています。

修善寺
デイサービス

原　葉子 様

　笑顔の素敵な葉子さん。昨年４月、通所
リハビリからの卒業を機に、デイサービス
の仲間入りをされました。ご自宅では、家
事全般をこなし、できることは自分で頑
張っています。そんな葉子さんのデイサー
ビスでの楽しみのひとつが、孫の祐樹介護
士の活躍をそばで見守ること。入浴の際は、
孫に背中を流してもらう葉子さんの嬉しそ
うな表情が印象的です。

プレーゲおおひと
デイサービス

堤　敏子 様

　今回ご紹介させて頂くのは敏子さんです。
お年はなんと 101 歳。頭の回転も速く職員
の声かけにジョークを交えて返されること
があり、ユーモアがある方です。とても社
交的でデイサービスをご利用される前は水
晶苑（老人憩の家）にも通われていました。
息子さんが仕事の関係のためアメリカで生
活をされていた時はご主人と 2 人で渡米さ
れしばらく過ごされたと話されていました。
デイサービスでは貼り絵などの作業も積極的
に参加されています。堤さんのバイタリティ
あふれる姿にいつも感心させられています。

天城
デイサービス

杉山 たつ江 様

　天城デイサービスからはたつ江さんをご
紹介させていただきます。たつ江さんは天
城デイサービス開所時から利用されており、
毎回お元気に過ごされています。手先が器
用で様々な手芸作品を作成し職員を驚かせ
てくれました。毎回、歩行訓練を職員と共
に行い笑顔で運動も頑張って下さいます。
長生きの秘訣は？と問うと「わからない
よ！こっちが教えてもらいたい。普通にし
てるだけ。」とおどけて下さいます。職員
の事も全員名前で呼んで頂き職員一同元気
をもらっています。
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デイサービスをご利用されている『お元気な皆さん』をご紹介します！

デイサービスセンター
みはるの丘

杉本 益枝 様

　益枝さんは、今年の 1 月に 100 歳のお誕
生日を迎えられました。平成 27 年 5 月よ
りご利用され八年が経とうとしています。
　益枝さんは、若い頃から編み物が得意で
とても手先が器用です。レクの中で毛糸の
たわしを編んで下さいました。習字も上手
で、達筆な字を書かれています。書道展に
作品を出展される時は、自分の納得がいく
まで一生懸命書いています。また、益枝さ
んの元気と笑顔が周囲を明るくしてくれて
います。これからも元気にデイサービスへ
通っていただければと思います。

ぬくもりの里
デイサービス

古屋 壽男 様

　ぬくもりの里開設後、宿直をされていた古
屋壽男さんは御年 98歳になられました。大仁
町花の会会長後、現在も顧問として尽力され
ています。菊花展で数多くの賞を授与され大
仁東小にも「菊づくり教室に講師として子供
達の育成に愛情を注がれてこられました。
　愛情深い古屋さんは現在、奥様の介護の傍ら、
梅や野菜作りを楽しんでおられます。週に一度奥
様と一緒にデイに来られ、ぬくもりの里の歴史を
語って頂ける貴重な存在です。寄贈して頂いた紫
つつじのつぼみが膨らみ始めました。満開の花の
下で色んな想い出を皆で語らい合う予定です。

あしたかホーム
デイサービス

H・T 様（ご主人様）　Y・T様（奥様）

　あしたかホームデイサービスセンターから
のご紹介は、Ｔさんご夫妻です。ご夫婦共に
恥ずかしとのことで、匿名のイニャルでのご
紹介です。
　Ｔさんご夫妻は、平成28年よりご主人・奥
様共にあしたかホームデイサービスをご利用
くださっています。ご主人Ｈさんは、ノルデ
ィックウォークや体操、書道に積極的に参加
され、また、タオルたたみなどスタッフのお
手伝いもしてくださる紳士です。漢字検定も
４年前より毎年挑戦され、今年度は５級に合
格されました。

奥様のＹさんは、穏やかでいつもニコニコと
楽しそうに活動に参加されています。スタッ
フにもいつも優しく声をかけてくださってい
ます。ご主人と共に、漢字検定にも挑戦され
ているがんばり屋さんです。
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2
0
2
2
年
度
募
集
の
フ
ィ
リ
ピ

ン
人
Ｅ
Ｐ
Ａ
介
護
福
祉
士
候
補
生
の

ロ
イ
さ
ん
が
１
月
11
日
に
春
風
会
職

員
と
し
て
入
職
し
ま
し
た
。
配
属
先

は
、
プ
レ
ー
ゲ
あ
し
た
か
の
小
規
模

特
養
と
な
り
、
同
施
設
で
は
初
め
て

の
Ｅ
Ｐ
Ａ
介
護
福
祉
士
候
補
生
と
な

り
ま
す
。
３
年
後
の
介
護
福
祉
士
国

家
試
験
の
合
格
に
向
け
て
介
護
技
術

と
日
本
語
学
習
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。

　

現
在
、
春
風
会
で
は
11
名
の
Ｅ
Ｐ

Ａ
介
護
福
祉
士
候
補
生
が
就
労
し
て

い
ま
す
。
う
ち
４
名
は
今
年
度
の
国

家
試
験
を
受
験
し
、
３
月
の
結
果
発

表
を
待
っ
て
い
る
状
況
で
す
。
ま
た
、

来
年
度
に
は
新
た
に
５
名
の
Ｅ
Ｐ
Ａ

介
護
福
祉
士
候
補
生
が
入
職
す
る
予

定
で
す
。

令和５年度　社会福祉法人春風会
新規学卒採用予定者入社内定式

新規採用された皆さんへ

社会福祉法人春風会　理事長　石川三義

新たな仲間たちを迎えて新たな仲間たちを迎えて
　
春
風
会
で
は
、
令
和
４
年
12
月
10
日
に

令
和
５
年
４
月
１
日
付
け
新
規
採
用
予
定

者
の
入
社
内
定
式
を
行
い
ま
し
た
。
今
年

度
の
新
規
学
卒
の
採
用
内
定
者
は
８
名
で

す
。
　
式
で
は
石
川
理
事
長
か
ら
の
講
和
が
行

わ
れ
た
後
、
各
施
設
長
に
よ
る
施
設
ア
ピ

ー
ル
や
先
輩
職
員
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
も

寄
せ
ら
れ
、
内
定
者
か
ら
は
全
員
の
自
己

紹
介
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
内
定
式
は
始
終

和
や
か
な
雰
囲
気
の
中
は
進
め
ら
れ
、
内

定
者
の
皆
さ
ん
は
開
式
時
は
不
安
そ
う
な

表
情
で
し
た
が
、
閉
会
時
に
は
、
同
期
の

仲
間
た
ち
と
の
４
月
か
ら
の
勤
務
に
胸
を

膨
ら
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　皆さんは、来年4月より春風会の法人職員
として入職されます。春風会の職員として社
会福祉事業に従事することに誇りと責任と信
念を持って取り組んでいただきたい。私たち
の医療・介護・保育の仕事は人の生命と生活
を守る本当に大事な仕事、エッセンシャルワ
ークです。今は人生100年時代と言われてい
ます。人間にとって人生最期の時期を本当に
幸せで誇りのある人生であったと思えるかど
うかは、その方を支える介護する方の人間力
に掛かっていると思っています。最期を見送
るのは医師ですが、施設での日常の全てをお
世話するのは施設で働く介護士・看護師・調
理職員となり、それらのスタッフが揃って初
めて、良い介護、良い看取り支援が出来る

と思います。その方の終末期において私た
ちの果たす役割は大変大きいものと思って
おり、それは私たち介護スタッフ一人ひと
りの力に掛かっていると思います。また、
保育についても同じことが言えます。保育
士一人ひとりの力に子どもたちの生活、命
が掛かっています。
　医療・介護・保育の仕事は、人の命をお
預かりして人の命を支える、守る仕事です。
誇り高く、人に誇れる大変すばらしい仕事
であると私は思っております。ぜひ皆さん
も誇りと責任と勇気を持って、これから高
齢者福祉・障害者福祉・保育の仕事を専念
していただきたいと思います。皆さんのこ
れからの活躍を期待しております。

2022年度2022年度
ＥＰＡ介護福祉士
候補生入職

ＥＰＡ介護福祉士
候補生入職
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　春風会では令和 4年 4 月 25 日にベトナムのドンア
大学看護学生の 2 名を 1 年間インターシップ生とし
て迎えました。片言の日本語でしたが、素敵な笑顔に
利用者も職員も一目惚れ。あっという間にそれぞれの
部署に馴染みました。
　7 月 25 日にはミャンマーからの技能実習生 4 名が
仲間入りしています。技能実習生は 1 年間現地で介
護と日本語の勉強をした後、6月 22日に日本に到着。
さらに 1 か月の研修を得てから入職しました。3 年間
の在留ですが、日本で楽しく介護の勉強ができるよう
にサポートしていきたいと思っています。

氏　名：ファム　ティ　ジェム　トゥイ
愛　称：トゥイさん
出身国：ベトナム　
　　　　＜インターンシップ生＞
配属先：伊豆中央ケアセンター　
　　　　短期入所
趣味など　趣味は旅行です。いろ

いろな　地方を観光した
いです！

氏　名：フィン　ティ　トゥエット　ガー
愛　称：ガーさん
出身国：ベトナム　
　　　　＜インターンシップ生＞
配属先：伊豆中央ケアセンター
　　　　通所介護
趣味など　趣味は音楽とショッピ

ング！利用者さんのお世
話やお手伝いをするのは
楽しいです。

氏　名：メイ　トゥ　カイン　
愛　称：メイさん
出身国：ミャンマー　
　　　　＜技能実習生＞
配属先：プレーゲあしたか
　　　　小規模特養
趣味など　料理を作ることが好き

です。いまはミャンマー
料理が主ですが日本食や
洋食も勉強したいです！

氏　名：ニン　イ　ニェイン
愛　称：ニェインさん
出身国：ミャンマー　
　　　　＜技能実習生＞
配属先：伊豆中央ケアセンター
　　　　入居ひだまり
趣味など　好きなことは料理を作

ること。

氏　名：ルイン　マー　アウン
愛　称：ルイン　マーさん
出身国：ミャンマー　
　　　　＜技能実習生＞
配属先：伊豆中央ケアセンター
　　　　入居すみれ
趣味など　私の趣味は旅行です。

そしておいしいものを食
べることが大好きです！

氏　名：ミャッ　ケイ　ティ　ウー
愛　称：ケイさん
出身国：ミャンマー　
　　　　＜技能実習生＞
配属先：ニューあしたかホーム
　　　　3階北
趣味など　音楽を聴くことが好き

です。日本の音楽はあま
り知らないので色々な音
楽を聴いてみたいです！
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高
　
尾
　
園

高
　
尾
　
園

　
沼
津
市
立
高
尾
園
と
沢
田
小
学
校

は
、
毎
年
、
同
じ
地
域
で
暮
ら
す
住

民
と
し
て
相
互
扶
助
を
目
指
し
交
流

を
続
け
て
い
ま
す
。
小
学
生
に
と
っ

て
は
福
祉
や
社
会
学
習
の
き
っ
か
け

と
な
り
、
子
供
た
ち
の
笑
顔
や
そ
の

関
わ
り
が
入
所
者
の
日
常
生
活
を
豊

か
に
し
、
日
々
の
活
力
に
繋
が
っ
て

い
ま
す
。
近
年
は
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響

に
よ
り
リ
モ
ー
ト
交
流
が
中
心
と
な

っ
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
に
実
践
し

た
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

【
九
月
】
小
学
校
で
は
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
学
習
で
、
児
童
ら
が
事
前
に

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
救
護
施
設
に
つ

い
て
検
索
し
、
リ
モ
ー
ト
で
高
尾
園

ス
タ
ッ
フ
へ
職
業
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
が

あ
り
ま
し
た
。

【
十
月
】
高
尾
園
で
は
入
所
者
が
、
日

常
の
風
景
や
日
課
の
ク
ラ
ブ
活
動
の

様
子
を
伝
え
る
ビ
デ
オ
テ
ー
プ
を
制

作
し
、
小
学
校
で
児
童
ら
が
視
聴
し

ま
し
た
。

【
十
一
月
】
小
学
校
よ
り
運
動
会
や
コ

ロ
ナ
禍
の
給
食
（
黙
食
）・
パ
ソ
コ
ン

を
使
用
し
た
授
業
の
様
子
を
収
め
た

ビ
デ
オ
テ
ー
プ
が
送
ら
れ
、
入
所
者

全
員
で
視
聴
し
ま
し
た
。

【
十
二
月
】
材
料
集
め
か
ら
制
作
ま
で
、

入
所
者
が
協
力
し
て
仕
上
げ
た
門
松

を
小
学
校
の
門
に
設
置
、
児
童
に
季

節
を
感
じ
る
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
し
ま
し

た
。
小
学
校
か
ら
は
児
童
が
サ
ラ
ダ

油
で
作
っ
た
キ
ャ
ン
ド
ル
、
学
校
の

様
子
を
写
し
た
写
真
を
散
り
ば
め
た

壁
掛
け
の
お
礼
が
あ
り
ま
し
た
。

　
今
後
も
互

い
に
理
解
が

深
ま
る
充
実

し
た
交
流
が

続
き
、
福
祉

（
幸
福
）の
輪

が
広
が
る
活

動
に
し
て
い

き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

プ
ラ
ム
カ
フ
ェ
に
透
き
と
お
る
音

色
が
響
き
わ
た
る
。
一
瞬
の
す
き
も

見
逃
さ
な
い
よ
う
に
と
、
ス
マ
ホ
で

動
画
に
収
め
る
保
護
者
の
姿
。
こ
れ
は
、

プ
ラ
ム
ひ
ま
わ
り
会
で
の
ト
ー
ン
チ

ャ
イ
ム
の
お
披
露
目
の
ワ
ン
シ
ー
ン
。

　

旧
保
護
者
会
よ
り
寄
贈
さ
れ
た
ト

ー
ン
チ
ャ
イ
ム
の
音
色
は
、
一
人
ひ

と
り
の
心
に
溶
け
込
ん
で
い
き
ま
す
。

初
め
て
の
演
奏
曲
目
は
、
嵐
の
「
♪

ふ
る
さ
と
」。

　

「
ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
」
は
、
誰
で
も

演
奏
で
き
る
普
及
型
ハ
ン
ド
ベ
ル
と

し
て
、
鈴
木
楽
器
製
作
所
か
ら
生
ま

れ
た
楽
器
で
す
。
美
し
く
、
や
わ
ら

か
な
音
色
を
奏
で
ま
す
。

　

今
回
、
ほ
と
ん
ど
の
利
用
者
が
、

こ
の
楽
器
に
触
れ
る
の
は
初
め
て
の

こ
と
。
緊
張
の
あ
ま
り
音
が
出
な
い

利
用
者
も
・
・
。
そ
こ
で
、
前
奏
は
、

ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
で
演
奏
し
、
そ
の

後
は
、
利
用
者
皆
で
歌
う
と
い
う
オ

リ
ジ
ナ
ル
バ
ー
ジ
ョ
ン
。
ト
ー
ン
チ

ャ
イ
ム
の
演
奏
は
も
と
よ
り
、
歌
詞

も
大
切
に
歌
う
よ
う
練
習
を
重
ね
て

き
ま
し
た
。

　

任
さ
れ
た
自
ら
の
パ
ー
ト
に
責
任

を
も
ち
、
心
ひ
と
つ
に
演
奏
す
る
利

用
者
の
姿
に
、
障
害
が
あ
っ
て
も
、

力
強
く
ま
た
一
生
懸
命
生
き
る
姿
が

重
な
り
ま
す
。
こ
ん
な
光
景
に
、
職

員
に
も
熱
い
想
い
が
こ
み
あ
げ
て
き

ま
す
。

　

ト
ー
ン
チ
ャ
イ
ム
の
や
わ
ら
か
な

音
色
は
、
こ
れ
か
ら
も
多
く
の
人
た

ち
の
心
を
癒

し
、
感
動
を

与
え
て
い
く

こ
と
と
思
い

ま
す
。
私
た

ち
は
、
発
表

の
場
が
増
え

て
い
く
こ
と

を
願
っ
て
や

み
ま
せ
ん
。

　

み
な
さ
ま

の
お
声
を
お

待
ち
し
て
お

り
ま
す
。

プ
　
ラ
　
ム

プ
　
ラ
　
ム

コロナに負けるな！
盛り上がれ 沢田地区
コロナに負けるな！
盛り上がれ 沢田地区
～高尾園と沢田小学校との交流～～高尾園と沢田小学校との交流～

今年も門松を
制作しました

暖かなともしびに包まれたプレゼント

「心をひとつに」「心をひとつに」
～トーンチャイムの
演奏を届けます～
～トーンチャイムの
演奏を届けます～



9 社会福祉法人春風会広報誌

「はるかぜ」No.72

も
く
せ
い
苑

も
く
せ
い
苑

　
も
く
せ
い
苑
の
『
Ｆ
ｅ
画
伯
』
こ

と
石
井
鉄
兵
さ
ん
の
イ
ラ
ス
ト
が
巷

で
有
名
に
な
っ
て
き
ま
し
た
！

　
鉄
兵
さ
ん
は
、
特
別
支
援
学
校
で

農
業
を
学
ん
で
き
た
事
も
あ
り
、
屋

外
の
作
業
は
得
意
で
す
が
デ
ス
ク
ワ

ー
ク
は
ち
ょ
っ
と
苦
手
で
し
た
。
そ

ん
な
あ
る
日
、
何
気
な
く
職
員
が
渡

し
た
ペ
ン
と
紙
で
と
っ
て
も
か
わ
い

い
イ
ラ
ス
ト
を
描
き
上
げ
ま
し
た
。

そ
こ
か
ら
ぐ
ん
ぐ
ん
腕
を
上
げ
、
今

で
は
鉄
兵
さ
ん
の
イ
ラ
ス
ト
を
プ
リ

ン
ト
し
た
グ
ッ
ズ
は
、
も
く
せ
い
苑

の
主
力
商
品
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
Ｆ
ｅ
画
伯
が
イ
ラ
ス
ト
を
描
く
ス

タ
イ
ル
は
、
左
手
に
黒
の
ハ
イ
マ
ッ

キ
ー
マ
ジ
ッ
ク
ペ
ン
を
持
ち
（
持
ち

方
も
独
特
！
）
細
字
の
方
で
枠
線
を

描
き
、
カ
ラ
ー
の
マ
ッ
キ
ー
で
キ
ュ

ッ
キ
ュ
ッ
と
塗
り
つ
ぶ
し
ま
す
。
塗

り
つ
ぶ
し
た
部
分
の
色
む
ら
は
下
に

敷
い
て
い
る
ザ
ラ
ザ
ラ
し
た
ア
ク
リ

ル
板
に
よ
っ
て
味
の
あ
る
仕
上
が
り

と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
納
得

い
く
ま
で
何
枚
も
何
枚
も
描
き
、
最

後
の
一
枚
に
Ｆ
ｅ
の
サ
イ
ン
を
入
れ

て
完
成
で
す
。

　
『
Ｆ
ｅ
画
伯
』
と
い
う
ペ
ン
ネ
ー
ム

の
由
来
は
鉄
の
元
素
記
号
で
、
今
は

天
国
に
い
る
お
母
様
が
付
け
て
下
さ

い
ま
し
た
。
き
っ
と
鉄
兵
さ
ん
の
活

躍
を
喜
ん
で
く
れ
て
い
る
と
思
い
ま

す
。
　
鉄
兵
さ
ん
の
人
柄
が
出
て
い
る
、

ほ
ん
わ
か
癒
さ
れ
る
イ
ラ
ス
ト
入
り

グ
ッ
ズ
は
、
ネ
ッ
ト
販
売
も
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
是
非
の
ぞ
い
て
み
て

下
さ
い
。

　
長
引
く
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
に
よ
り
、

あ
お
ば
の
家
で
計
画
・
実
施
し
て
い

た
遠
足
や
、
親
子
食
事
会
と
い
っ
た

外
出
レ
ク
は
３
年
前
か
ら
一
切
で
き

な
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。そ
こ
で
、

施
設
の
中
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
は

何
か
な
い
か
と
職
員
が
ア
イ
デ
ア
を

出
し
合
い
、
せ
め
て
お
祭
り
の
雰
囲

気
を
味
わ
っ
て
も
ら
お
う
と
昨
年
よ

り
秋
祭
り
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
11

月
25
日
、
運
転
手
を
含
め
た
全
職
員

が
焼
き
そ
ば
・
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
・

綿
菓
子
、
か
き
氷
・
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
・

金
魚
す
く
い
・
的
あ
て
ゲ
ー
ム
等
数

多
く
の
出
店
を
、
用
意
し
利
用
者
を

迎
え
ま
し
た
。
口
い
っ
ぱ
い
に
焼
き

そ
ば
を
ほ
お
ば
り
、
た
く
さ
ん
の
ヨ

ー
ヨ
ー
や
お
菓
子
を
両
手
い
っ
ぱ
い

に
持
っ
て
嬉
し
そ
う
に
出
店
を
回
る

姿
は
、
職
員
も
胸
が
躍
る
光
景
と
な

り
自
然
と
と
も
に
笑
顔
に
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。

　
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、
感
染
し
な
い
事
・

施
設
に
入
れ
な
い
事
・
感
染
拡
大
を

起
さ
な
い
事
を
考
え
、
防
止
策
を
第

一
に
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
し
て
き
ま
し

た
。
し
か
し
、
あ
お
ば
の
家
に
通
う

利
用
者
は
そ
の
よ
う
な
職
員
を
見
て
、

「
今
ま
で
と
違
う
な
…
。」「
な
ん
か
ピ

リ
ピ
リ
し
て
い
る
な
。」
と
声
に
出
さ

な
く
て
も
感
じ
て
い
た
と
思
い
ま
す
。

今
回
の
試
み
は
感
染
防
止
策
を
徹
底

し
て
行
っ
て
い
る
た
め
、
ま
だ
ま
だ

自
分
た
ち
が
求
め
る
イ
ベ
ン
ト
に
は

届
き
ま
せ
ん
が
、
こ
れ
か
ら
も
職
員

同
士
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
コ
ロ

ナ
禍
で
あ
っ
て
も
利
用
者
の
元
気
な

声
と
笑
顔
あ
ふ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
を
計

画
し
て
い
く
あ
お
ば
の
家
を
目
指
し

て
い
き
た
い
で
す
。

　
「
今
日
は
何
す
る
の
？
」

　
「
楽
し
み
だ
な
！
」

　
「
お
い
し
か
っ
た
！
」

　
「
今
日
も
楽
し
か
っ
た
！
」

利
用
者
の
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

あ
お
ば
の
家

あ
お
ば
の
家

Fe ブランド製品が大人気！Fe ブランド製品が大人気！
もくせい苑発！もくせい苑発！

秋祭り…お祭りがやってきた！秋祭り…お祭りがやってきた！

あおばの家発！あおばの家発！
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普
段
の
こ
ど
も
園
で
は
、
子
ど
も

た
ち
が
主
体
的
に
考
え
た
活
動
を
楽

し
ん
で
行
って
い
ま
す
。
し
か
し
、「
命

を
守
る
」
活
動
と
し
て
、
避
難
訓
練

や
交
通
安
全
教
室
、
食
育
教
室
な
ど

は
、
保
育
者
が
意
図
的
に
計
画
し
て

取
り
組
み
ま
す
。
先
日
、
令
和
４
年

度
３
回
目
の
交
通
安
全
教
室
が
開
か

れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
保
育
室
で

イ
ラ
ス
ト
や
ペ
ー
プ
サ
ー
ト
な
ど
で
学

ん
だ
後
、
実
際
に
外
に
出
て
練
習
を

し
ま
し
た
。

　
３
歳
児
は
、
始
め
て
園
周
辺
の
公

道
へ
出
て
歩
い
た
り
信
号
の
な
い
道
路

を
渡
っ
た
り
し
ま
し
た
。
交
通
指
導

員
さ
ん
の
助
け
を
借
り
な
が
ら
数
人

ず
つ
で
、
道
路
を
渡
る
練
習
を
し
ま

す
が
、
手
の
あ
げ
方
が
ま
だ
、
自
信

な
さ
げ
で
す
。

　
４
歳
児
は
道
路
の
横
断
を
練
習
し

ま
し
た
。
指
さ
し
確
認
も
出
来
て
車

が
来
な
い
か
を
し
っ
か
り
と
見
て
い
ま

す
。
３
歳
児
の
頃
か
ら
数
え
て
、
６

回
目
の
教
室

と
も
な
る
と
、

や
り
方
が
き

ち
ん
と
分

か
っ
て
自
信

も
付
い
て
き

て
い
ま
す
ね
。

　
５
歳
児
は
交
通
量
の
比
較
的
多
い

県
道
で
、
押
し
ボ
タ
ン
式
の
信
号
機

を
操
作
し
て
車
を
止
め
て
道
路
を
渡

る
練
習
を
し
ま
し
た
。
す
ぐ
側
で
交

通
指
導
員
さ
ん
や
保
育
士
が
見
守
っ

て
い
ま
し
た
が
、
実
に
堂
々
と
横
断
し

て
い
ま
す
。

こ
れ
な
ら
４

月
か
ら
小
学

生
に
な
って
も

大
丈
夫
そ
う

で
す
。

　
身
を
守
る
行
動
も一人
ひ
と
り
が
十

分
に
考
え
て
判
断
す
る
こ
と
で
、
よ

り
充
実
し
た
も
の
に
な
り
ま
す
。

みんなの笑顔に会えましたみんなの笑顔に会えました 北狩野ケアセンター
子ども食堂

北狩野ケアセンター
子ども食堂

なかいず認定こども園なかいず認定こども園交通安全教室から見える
　　子どもたちの成長の軌跡
交通安全教室から見える
　　子どもたちの成長の軌跡

　
北
狩
野
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
子
ど
も
食

堂
は
、
令
和
元
年
十
月
に
地
域
住
民

と
の
交
流
推
進
を
目
的
に
伊
豆
市
で

初
め
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
当
初

は
毎
月
第
二
、
四
土
曜
日
に
開
催
し

て
い
ま
し
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
で

現
在
は
中
止
し
て
い
ま
す
。
近
隣
の

団
体
や
企
業
、
商
店
か
ら
子
ど
も
食

堂
用
に
米
、
野
菜
、
調
味
料
な
ど
数

多
く
寄
せ
ら
れ
た
食
材
を
活
用
し
て

十
二
月
三
日
に
同
施
設
の
調
理
員
に

よ
る
手
作
り
お
弁
当一〇
〇
食
と
、
施

設
で
管
理
す
る
畑
で
収
穫
し
た
サ
ツ
マ

イ
モ
を
焼
き
芋
に
し
て
配
布
し
ま
し

た
。
　
当
日
は
市
内
に
あ
る
自
転
車
製
造

販
売
「
オ
ー
ト
ク
ラ
フ
ト
・
I
Z
U
」

様
の
協
力
で
変
わ
り
種
自
転
車
の
試

乗
会
を
同
時
に
行
い
、
子
ど
も
た
ち

は
色
々
な
自
転
車
を
乗
り
換
え
て
は
、

上
手
に
乗
り
こ
な
し
て
楽
し
み
ま
し

た
。
日
本
全
国
の
遊
園
地
で
も
使
用

さ
れ
て
い
る
自
転
車
な
の
で
、
と
て
も

丈
夫
に
作
ら
れ
て
お
り
、
子
ど
も
が

５
〜
６
人
乗
っ
て
も
ス
イ
ス
イ
走
る
大

型
自
転
車
が一番
人
気
で
し
た
。

　
北
狩
野
ケ
ア
セ
ン
タ
ー
周
辺
の
牧

之
郷
地
区
は
近
年
、
土
地
開
発
が
進

ん
で
宅
地
と
な
り
、
若
い
世
帯
の
方

が
住
ん
で
い
る
た
め
０
歳
〜
３
歳
く
ら

い
の
親
子
連
れ
の
方
も
多
く
来
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
お
弁
当
配
布
は
１

年
ぶ
り
の
開
催
で
あ
り
、
久
し
ぶ
り

に
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
見
る
こ
と

が
で
き
楽
し
い一
日
で
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
が
収
束
し
本
格
的
に
子
ど
も
食
堂

が
再
開
し
た
と
き
に
は
、
子
ど
も
た

ち
が
利
用
者
や
職
員
と
の
交
流
で
福

祉
の
仕
事
に
興
味
を
持
っ
て
い
た
だ
け

れ
ば
嬉
し
い
で
す
。
た
く
さ
ん
の
方
の

協
力
や
支
援
で
今
回
の
お
弁
当
配
布

と
変
わ
り
種
自
転
車
試
乗
会
を
行
う

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
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令
和
４
年
１
月
、
伊
豆
の
国
市
の
ひ
っ

と
居
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
倉
田
氏
よ
り

相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

　
「
若
い
頃
に
音
楽
を
や
っ
て
い
た
人
は
多

く
、認
知
症
に
な
っ
て
も
音
楽
は
楽
し
め
る
。

そ
ん
な
機
会
を
作
り
た
い
。
協
力
し
て
も

ら
え
な
い
か
。」
と
。

　
居
宅
内
で
相
談
し
、
個
人
と
し
て
は
も

ち
ろ
ん
、
ぬ
く
も
り
の
里
居
宅
介
護
支
援

事
業
所
と
し
て
も
「
地
域
づ
く
り
」
と
し

て
協
力
す
る
こ
と
に
職
員
全
員
の
賛
同
を

も
ら
い
ま
し
た
。
ど
の
よ
う
な
形
に
し
た

ら
良
い
の
か
検
討
を
重
ね
、
主
催
は
倉
田

氏
・
事
務
局
を
ぬ
く
も
り
居
宅
が
担
う
事

に
な
り
ま
し
た
。

　
４
月
、
伊
豆
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
主
催

で
の
「
医
療
と
福
祉
の
多
職
種
勉
強
会
」

に
て
活
動
報
告
と
メ
ン
バ
ー
募
集
を
呼
び

か
け
た
と
こ
ろ
、
い
ろ
い
ろ
な
職
種
の
方

か
ら
問
い
合
わ
せ
や
参
加
希
望
が
あ
り
ま

し
た
。

　
翌
月
に
は
協
力
者
と
し
て
手
を
上
げ
て

く
れ
た
正
蓮
寺
（
伊
豆
の
国
市
北
江
間
・

幼
稚
園
保
育
園
併
設
）
で
「
作
戦
会
議
」

を
実
施
。
コ
ロ
ナ
禍
で
あ
る
た
め
集
合
し

て
の
練
習
は
で
き
る
だ
ろ
う
か
？
と
い
う

事
が
一
番
の
課
題
で
し
た
。
練
習
す
る
こ

と
自
体
が
楽
し
め
る
活
動
に
な
る
た
め
、

集
合
で
き
る
場
所
を
探
そ
う
！
参
加
は
自

由
に
し
て
気
軽
に
見
て
も
ら
お
う
！
正
蓮

寺
で
発
表
会
を
し
て
園
児
や
地
域
の
人
に

も
見
て
も
ら
お
う
！
と
前
向
き
な
意
見
が

飛
び
交
い
ま
し
た
。

　
９
月
、
第
１
回
練
習
日
。
当
日
は
５
名

の
認
知
症
参
加
者
と
６
名
の
ス
タ
ッ
フ
が

集
ま
り
ま
し
た
。
参
加
者
の一
人
が
「
カ

イ
マ
ナ
ヒ
ラ
」
と
い
う
ハ
ワ
イ
ア
ン
楽
曲

が
好
き
で
、
繰
り
返
し
ウ
ク
レ
レ
で
演
奏
。

そ
れ
に
合
わ
せ
て
み
ん
な
が
楽
器
や
歌
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　
そ
こ
で
、
昔
フ
ラ
ダ
ン
ス
を
や
っ
て
い

た
と
い
う
利
用
者
さ
ん
を
思
い
出
し
、
誘

っ
て
み
る
と
Ｏ
Ｋ
の
返
事
。
他
事
業
所
の

フ
ラ
経
験
者
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
も
誘
う
と
、

快
諾
い
た
だ
き
、
フ
ラ
チ
ー
ム
が
で
き
ま

し
た
。

　
プ
レ
ー
ゲ
お
お
ひ
と
深
沢
施
設
長
か
ら

の
提
案
で
、
１１
月
３
日
「
介
護
の
日
イ
ベ

ン
ト
〜
ふ
く
し
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
〜
」で
発
表
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

当
日
は
快
晴
の
中
、
気
持
ち
よ
く
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
で
き
、
参
加
者
ス
タ
ッ
フ
と
も

に
「
楽
し
か
っ
た
」
と
い
う
声
が
多
く
聞

か
れ
ま
し
た
。

　
次
回
は
３
月
、
大
仁
ま
ご
こ
ろ
市
場
で

開
催
さ
れ
る
音
楽
イ
ベ
ン
ト
が
発
表
の
場

に
決
ま
り
、
そ
れ
に
伴
い
２
月
に
プ
レ
ー

ゲ
お
お
ひ
と
地
域
交
流
室
に
て
練
習
を
お

こ
な
い
ま
す
。

　
参
加
者
も
ス
タ
ッ
フ
も
見
学
者
も
、
み

ん
な
が
楽
し
め
る
地
域
資
源
に
な
る
事
を

願
い
、
こ
れ
か
ら
も
活
動
を
続
け
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
記
事
を
読
ん
で

い
る
皆
さ
ん
も
、
興
味
が
あ
っ
た
ら
是
非

ご
参
加
く
だ
さ
い
！一
緒
に
音
楽
を
楽
し

み
ま
し
ょ
う
♪

♪音楽のバリアフリー♪♪音楽のバリアフリー♪

　
演
奏
翌
日
の
こ
と
で
す
が
…

（
写
真
を
見
て
）私
そ
ん
な
こ
と
し
て

な
い
よ
！
私
こ
ん
な
に
き
れ
い
じ
ゃ
な

い
も
ん
！
と
、ご
本
人
嬉
し
そ
う
で

し
た
。

　
演
奏
翌
日
の
こ
と
で
す
が
…

（
写
真
を
見
て
）私
そ
ん
な
こ
と
し
て

な
い
よ
！
私
こ
ん
な
に
き
れ
い
じ
ゃ
な

い
も
ん
！
と
、ご
本
人
嬉
し
そ
う
で

し
た
。

見学のみ・飛び込み参加もOK!!
お申込み・お問い合わせは事務局まで♪ 
　事務局 ：ぬくもりの里居宅介護支援事業所
          （プレーゲおおひと内）　
　電話   :  0558-76-6744　
　Email ： nukumorikyotaku@izu.tnc.ne.jp

見学のみ・飛び込み参加もOK!!
お申込み・お問い合わせは事務局まで♪ 
　事務局 ：ぬくもりの里居宅介護支援事業所
          （プレーゲおおひと内）　
　電話   :  0558-76-6744　
　Email ： nukumorikyotaku@izu.tnc.ne.jp
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●春風会法人本部・特別養護老人ホームあしたかホーム

●特別養護老人ホーム伊豆中央ケアセンター

●特別養護老人ホームぬくもりの里

●特別養護老人ホームみはるの丘浮島

●障害サービス 生活介護 沼津虹の家

●障害サービス 生活介護 あおばの家

●障害サービス 就労継続支援B型 もくせい苑

●原高齢者福祉センター

●ふれあいデイサービス〈デイサービス一般型〉

●複合施設 ふらっと月ヶ瀬

 あまぎ認定こども園

 あまぎデイサービス〈デイサービス一般型〉

 就労継続支援B型 事業所プラム〈障害サービス〉

 プラムカフェ

●片浜・今沢地域包括支援センター

●伊豆市修善寺地区地域包括支援センター

●なかいず認定こども園

●はら居宅介護支援事業所

●天城放課後児童クラブ

●中伊豆放課後児童クラブ

●救護施設 沼津市立高尾園

●ケアハウスはるかぜ

●小規模多機型施設 北狩野ケアセンター

●　　　　　　　　　　プレーゲあしたか

●地域密着型介護老人福祉施設 プレーゲおおひと

●障害サービス グループホーム なぎの家

●地域活動支援センター サポートセンター絆

〒410-0302　沼津市東椎路1742-1
TEL（055）967-1166（代）　FAX（055）967-3566

〒410-2402　伊豆市大野304
TEL（0558）72-8111（代）　FAX（0558）72-7297

〒410-2315　伊豆の国市田京1259-29
TEL（0558）76-6700（代）　FAX（0558）76-7511

〒410-0318　沼津市平沼929-1
TEL（055）969-3355（代）　FAX（055）969-3385

〒410-0302　沼津市東椎路1742-1
TEL（055）967-2220（代）　FAX（055）967-3566

〒410-2315　伊豆の国市田京1258-429
TEL（0558）76-6702（代）　FAX（0558）76-6702

〒410-2315　伊豆の国市田京1258-47
TEL・FAX（0558）76-6755

〒410-0312　沼津市原1200-3
TEL（055）968-4510（代）　FAX（055）968-4511

〒410-2505　伊豆市八幡33-1中伊豆ふれあいプラザ
TEL（0558）83-3380（代）　FAX（0558）83-3380

〒410-3213　伊豆市青羽根47
TEL（0558）87-1080

〒410-2505　伊豆市八幡33-1中伊豆ふれあいプラザ
TEL（0558）83-2911

〒410-0001　沼津市足高156-1
TEL（055）921-5722（代）　FAX（055）921-5723

〒410-0318　沼津市平沼929-1
TEL（055）969-3382（代）　FAX（055）969-3385

〒410-2401　伊豆市牧之郷116番地
TEL（0558）72-8811　FAX（0558）72-8860

〒410-0874　沼津市松長12-3
TEL（055）969-7050　FAX（055）968-2177

〒410-2414　伊豆市本立野531-1 
TEL（0558）99-9301　FAX（0558）99-9302

〒410-2505　伊豆市八幡282-1
TEL（0558）75-2810　FAX（0558）75-2811

〒410-0311　沼津市原町中2-7-11
TEL（055）941-8333　FAX（055）941-8334

地域密着型特別養護老人ホーム
小規模多機能型居宅介護支援事業所

〒410-0302　沼津市東椎路1639-1
TEL（055）967-3400（代）　FAX（055）967-3401

〒410-2315　伊豆の国市田京1258-437
TEL・FAX（0558）77-1017

〒410-2315　伊豆の国市田京1259-293
TEL・FAX（0558）77-1221

〒410-2318　伊豆の国市白山堂408-9
TEL（0558）76-7300　FAX（0558）76-7299

〒410-3215　伊豆市月ヶ瀬408-1

TEL（0558）85-2030　FAX（0558）75-8880

TEL（0558）85-0816　FAX（0558）75-8201

TEL（0558）85-1919　FAX（0558）75-8201

TEL（0558）85-2551　FAX（0558）75-8201

沼津ロータリークラブから
イスの寄贈
沼津ロータリークラブから
イスの寄贈

沼津
虹の家

ふれあい書道展への
デイサービス利用者作品の出展
ふれあい書道展への
デイサービス利用者作品の出展

デイサービス
センター

みはるの丘

　沼津虹の家では令和 4 年 12 月 9 日に
沼津ロータリークラブ様より椅子を寄贈
していただきました。
　事業所で使用していた椅子の老朽化が
著しく、利用者さんの安全面への配慮と
椅子を用いても日常生活動作の向上に役
立てて欲しいとのご厚意により、今回は
15 脚の椅子をいただきました。ありがと
うございました。

　デイサービスセンターみはるの丘では、
利用者の活動の一環として、書道を行な
っています。コロナ禍前は近所の方がボ
ランティアで講師に来て下さっていまし
たが、コロナ禍になってからはボランテ
ィアさんの来所も難しく、現在は職員が
主体となって行なっています。
　書道を行なう中で、何か目標をもって
できるものはないかと思っていた時に、
ふれあい書道展を知り、平成 29 年より
年 2 回（6 月・1 月）出展しています。
毎回５～６名の利用者さんが参加してい
ます。出展すると作品が審査され、賞状
が届きます。作品を出された利用者さん
にとっては、毎回
審査結果が楽しみ
であり、日々の励
み原動力となって
います。


